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神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立伊志田学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月14日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

情報化やグローバ
ル化が進展し、人々
が今まで経験をした
ことのない社会を生
き抜く資質・能力を
育成するために、自
ら考える力や自ら判
断する力を身に付け
るとともに、それら
を活用する能力の向
上を図る。 
 

①基本的・基礎的な知
識・技能を身に付
け、主体的・対話的
な深い学びを通し
て、自ら考える力や
自ら判断する力を身
に付け、活用・発信
する能力の向上を図
る。 

①生徒が主体となり考え
を深める課題を設定す
る。表現力やコミュニ
ケーション能力の育成
を目指したプレゼンテ
ーションや発表を通し
て自らの考えを発信す
る。  

①主体的な学びを実現
し、表現力やコミュニ
ケーション能力の向上
が見られたか。生徒の
発表活動を取り入れる
ことができたか。    

 

①各教科や総合的な探
究の時間において、生
徒が主体的に活動し、
課題の取組等、考えを
深めるような学習活動
が行われ、表現力やコ
ミュニケーション能力
の向上が見られた。 

①生徒による授業評
価の結果を踏まえな
がら、引き続き生徒
が主体となって考
え、表現、コミュニ
ケーションする活動
を取り入れていく。 

iPad を導入し使いや
すさなどの点で良い。 
 伊志田の各教科のス
タンダードな目標を示
すことが必要である。
ある程度負荷をかけ
て、考えさせることが
必要でありそのために
何をさせるか考える必
要がある。 
 柔軟な学びについて
は、学校に登校する意
味を考える必要がある
のではないか。 
 

生徒が主体的に活
動し、課題の取組
等、考えを深めるよ
うな学習活動が行わ
れた。引き続き生徒
が主体となって考
え、表現、コミュニ
ケーションする活動
を取り入れていく。
柔軟な学びについて
は、学校での実施基
準を設ける必要があ
る。 

公開研究授業、
指導と評価の計画
の基準作成、生徒
による授業評価等
を活用し、授業改
善を継続して行
う。教務基準や教
育課程の見直しも
含めて検討する。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

生徒一人ひとりの
個性、学校や家庭、
地域で生徒を取り巻
く環境を踏まえたき
め細かな生徒指導・
支援を行う。 
 

①生徒会行事や部活動
を通じて生徒の主体
性・積極性を育成す
るとともに、生徒の
生活習慣の確立や規
範意識の向上を支援
する指導を行い、安
心・安全な環境の整
備に取り組む。 

 

①行事や部活動の中で、
積極的に声をかけ、主
体的・積極的な取り組
みの手助けを行う。ま
た、行事以外でも相談
窓口の設置やアンケー
ト実施を通して、生徒
の困り感の早期発見に
努める。 

 

①行事や部活動の成果が
生徒主体で出来ている
か。相談窓口やアンケ
ートを通して、生徒の
困り感の早期発見に努
め、チームとして対応
しているか。 

 

①かながわ子どもサポ
ートドックの年２回実
施と面談週間の設定を
し、生徒に関わる機会
を確保した。 
生徒主体の行事運営を
推進し、フードドライ
ブ事業など新規の生徒
会主催の行事が実施さ
れた。行事ごとにアン
ケートを実施し、生徒
の主体性向上と課題の
早期発見に努めた。 

①生徒会行事や部活
動については、引き
続き、生徒の主体
性・積極性を育むと
ともに、より円滑な
運営を目指す観点か
ら、文化祭において
キャッシュレス決済
の導入等について研
究・試行する必要が
ある。 

キャッシュレス決裁
は、大いに賛成であ
る。多くの学校が取り
入れているので、進め
ていただきたい。媒体
については考える必要
がある。初年度の試み
により、今後検討すれ
ばよい。 
結団式や IFT の取組

は非常に良い。 
フードドライブの取

組も非常に良い。生徒
からの働きかけで継続
し伝統になると良い。 

生徒主体の行事や
新たな取組（フード
ドライブ等）が実施
され、生徒の主体性
の育成につながっ
た。一方で、行事を
持続可能なものとす
るため、円滑な運営
を行う工夫が必要で
ある。 
 

引き続き、生徒
が主体的に企画・
運営できる行事の
環境整備を行うと
ともに、文化祭に
おいてはキャッシ
ュレス決済を導入
し、利点や課題に
ついて組織的な検
証を行う。 
サポートドック

も引き続き活用
し、生徒が安心で
学校生活を送るこ
とができるように
する。 

３ 進路指導・支援 

生涯にわたって、
どのように社会・世
界と関わり、よりよ
い人生を送るかを考
えさせ、自己実現で
きるようにキャリア
教育を充実させ、進
路指導・支援を行
う。 
 

①社会・世界とのつな
がりを考えながら生
徒が将来を見据えた
進路選択ができるよ
うキャリア教育を充
実させる。 

①生徒が自立的に進路選
択ができるようガイダ
ンスの充実を図るとと
もに ICT 等を活用した
個別最適化学習の充実
を図る。 

 

①将来を見据えた進路選
択ができたか。また、
その進路選択を決定す
る際にさまざまな学習
機会を活用できたか。 

 

①インターンシップを
拡充した。生徒に 140
社を案内し、28 名が利
用した。また、個別最
適化学習の一助として
スタディサプリを全学
年で活用した。 

①多様な進路選択や
個別最適化学習がで
きるよう担任や教科
担当と連携してキャ
リア教育を充実させ
ていく必要がある。 

 行ける学校でなく。
行きたい（勉強したい
ことができる）学校を
選択し受験することが
必要である。 

インターンシップの
拡充や英検の全生徒
の受験、ICT 教材の
導入など生徒への進
路支援は充実してき
た。 
それらを活用して

生徒がより自主的に
進路について考える
機会を増やすことが
必要である。 
 

キャリアパスポ
ートの活用を図
り、生徒自身の将
来を積極的に考え
る機会を増やして
いく必要がある。 

４ 地域等との協働 

学校運営協議会や
保護者、地域の関連
機関等と連携し、学
校の教育活動をさら
に充実させる。 
 

①総合的な探究の時間
等で、地域・外部機
関・地元の企業等と
連携し、生徒の視野
を広げる。 

①講演会等を通じ、生徒
が直に学校外の関連機
関とつながることによ
り、自分事として課題
解決ができるようにす
る。 

①探究学習を通じて、生
徒が自ら課題を見つ
け、主体的に関わろう
としているか。 

①総合的な探究の時間
では、日産自動車から
講師をお呼びして、課
題解決の手法について
の出張授業をしていた
だいた。 

①引き続き、地元の
企業や外部機関等と
の連携を模索し、生
徒の視野拡大に向け
て取り組む。 

様々な取組ができて
いる。生徒の活動とし
てできることを、継続
して続けると良い。 

 地域の企業や校内
の資源を利用した取
組ができたが、さら
に地域の資源活用を
広げた取り組みにし
て行きたい。 
 
 

 コンソーシアム
サポータの活用や
地域資源の拡充を
検討する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月14日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

５ 
学校管理 
学校運営 

事故・不祥事の防
止に努めるととも
に、生徒が安心して
学習や様々な活動に
取り組めるように、
安全な環境を整備・
維持する。 
 

①風通しの良い職場環
境を維持し、全職員
で意識を持ち、事
故・不祥事を防止す
る。 

 

①不祥事防止研修などを
通して、職員全員が自
分事として考えられる
よう、研修内容を工夫
する。 

 

①職員間の連携が図ら
れ、事故・不祥事を防止
できたか。 
 

①職員間の連携が図ら
れ,意識も高まり、自
己・不祥事は１件もな
く、防止できた。 

①今後も、生徒が安
心で安全な学校生活
が遅れるよう、職員
一丸となり、不祥事
を防止する。 

 不祥事防止研修の取
組は興味深い。ぜひ継
続してほしい。 

 職員間の連携が図
られ、自己・不祥事
を防ぐことができ
た。 

 職員一人ひとり
が自分のこととし
て考えられるよ
う、研修の工夫を
継続する。 

 

 


